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81 緑の復活

最近緑の復活が叫ばれてきました。私は「農に

生き，農に死ぬ」を信念とするだけに、何かしら

ホッとした感じです。

文明社会が進むにつれて，人間は土との縁が少

くなりました。鉄とコンクリートの壁に囲まれた

生活が，文化的生活を代表した時代は過ぎたと思

います。

人間の生活をほんとうに充実したものにするた

めに、土の必要性が今更のように認識され，緑を

取り入れた生活に目が向けられ始めました。

最近世界人口喝の増加と世F界守的な気象異変等で}

世界食糧の危機論が話題となっでいます。わが国

においても米の生産調整を始めてから 3年になり

ますが，食糧自給率がカロリー計算で40必を割る

状況では，世界食糧どころか，足元に火がついた

感じです。また生活資材や農業資材等が足りない

と新聞，テレビを賑わしていますが，食糧が足り

なければ，安閑とじておられましょうか。

農業ζそことに親しみ，土から新しい息{吹と国民

の食糧を産み出し，安らぎの緑の生活ヘ一役も二

役も買っているものではないでしょうか。緑の復

活，それは人間生活の復、活で、なくて何でありまし

ょう。農業関係者、であるこ之を，しみじみ有難い

と思います。

82 農業に希望を j

アメリカ・カリフォノレニア州の行動科学研究所

の研究者アール・オ.'^'デイとしづ人が，経済発

展と農業政策について述べ、ております中に，興味

深い内容があります。

第一はアメリカの農業政策です。アメリ tカは過

科
戸且.
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去，世界各国の人口と 1日当り食糧摂取量をカロ

リ一計算し，約10カ国を食糧不足国と推計L，こ

れを基に油脂，小麦，豆類或いは動物蛋白などの

必要量を推計し，アメリカ自体の需要量と合わせ

て生産計画をたて，アメリカの農産物輸出国とし

ての地位を確立したのであります。

この考え方は現在もなお生かされておりまし

て，アメリカの農業政策が，自給自足どころか，

輸出国としての基本姿勢がうかがわれるのであり

ます。

第二は，農業問題と経済成長との関係にふれて

おりますが，いくつかの重要な農業問題は，経済

進歩から派生するが，経済成長の有無にかかわら

ず存在するあ農業.~官房j~:，あ点。 2 従3って，経済成長ど.

けで農業問題が解決するものではない。特定の政

策がなければ，農業に特有な過剰問題も，価格の

変動や所得不安の問題も解決しない，と述べてお

ります。

わが国農業の 1戸当り経営面積1ヘクタールに

F 比べ 100倍の経営面積をもっアメリカ農業におい

てすら，農業のもつ悩みを深く認識し，保護政策

の必要性を説いております。

第三に，アメリカ社会においても，経済進歩の

基盤となる技術革新を行った企業は，そのま〉社

会的利益~を受けられるが，農業者の場合は，その

技術革新が供給量の増大となり，食糧の実質価格

を引き下げ，所得の低下を見ることがしばしばあ

ると，企業と農業の性格の相違を指摘しています

L、ずれにせよアメリカの農業政策を考えますと

き，農産物の需給計画と価格安定，更に余剰農産

物の輸出対策に精力的な努力を払っている姿がう

かがわれます。

災害と豊作貧乏に泣かされないよう，長期且つ

誤りのない農業政策が確立され，農業に希望を与

えるよう願って止みません。 C以上〉


